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評書

評書

柳

田

聖

山

著

初
期
禅
宗
史
書
の
研
究

ー
中
国
初
期
禅
宗
史
料
の

成
立

に
関
す
る

一
考
察
1

著
者
は
今
更
紹
介
す

る
ま
で
も

な
く
、
か

つ

て

「
燈
史
の
系
譜
」
を
発
表
以
来
、
幾
多
の
禅

史
書
に
関
す
る
研
究
々
発
表
し
、

こ
の
分
野
の

未
開
拓

で
至
難

な
研
究
を
緻
密
に
着
実

に
瀞お
さ

め
て
十
余
年
、

そ
の
集
大
成
が
今

日
こ
の
大
著

の
成
果
と
な

っ
た
。
宇
井
博
士
の
禅
宗
史
研
究

や
鈴
木
大
拙
博

士
の
禅
思
想
史
研
究
が
、
中
国

禅
宗
史

の
近
代
的
学
問
書
と
し
て
開
拓
さ
れ
て

以
来
、
久
し
く
そ
れ
に
匹
敵
す
る
研
究
を
見
な

か

っ
た

の
で
あ
る
が
、
今
回
の
こ
の
著
書
は
ま

さ
し
く
前
二
書

に
次

い
で
こ
の
分
野

の
学
問
史

に
、
歴
史
的
功
績

を
打
ち
立

て
た
も

の
と

い
え

る
。
伝
法
宝
紀
、
樗
伽
師
資
記
等

の
北
宗
関
係

の
燈
史
、
神
会

の
著
作
及
び
牛
頭
宗

か
ら
古
本

「
六
祖
壇
経
」
に
至
る
南
宗
関
係
の
燈
史
、
そ

平

野

宗

浄

し
て
曹
渓
大
師
別
伝

か
ら
敦
煙

本
六
祖
壇
経
歴

代
法
宝
記
を

へ
て
宝
林
伝

に
至
る
こ
の
間

の
す

べ
て
の
禅
史
書

を
彪
大

な
る
内
外

の
資
料

に
も

と
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
資
料
的
価
値

を
文
献
学

的

に
厳
密
な
科

学
性

を
も

っ
て
批
判
研
究

さ
れ

た
こ
と
は
、
多

く
の
書
評

に
既
に
詳

し
く
賞
讃

さ
れ
、
今

こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な

い
。
唯
、

こ

の
書

の
学
問
的
価
値

は
、
今
後
次

々
と
研
究

さ

れ
る
同
分
野
の
学
者
達

に
と

っ
て
直

ち
に
利
用

さ
れ
、
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

必
然
的

に
高
く
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、
最
近
刊
行

さ
れ
た
評
判
の
関

口

博

士
の

「
達
磨
の
研
究

」
に
し
て
も

、
根
本
資

料

の
決
定
と
し
て
は
ま
さ
し
く

こ
の

「
初
期
禅

宗
史
書

の
研
究
」
の
研
究
範
囲
内

の
も
の
で
あ

る
。

「
達
磨
の
研
究

」
で
は
参
考
文
献
、
及
び

引
用
書
を
明
記
し
て
い
な
い
の
で
言
明
で
き

な

い
が
、
発
行
年

月
か
ら
見

て
も
柳
田
氏

の
方
が

は
る
か

に
早

い
の
で
あ
る
。
偶
然
の

一
致

と
い

う

こ
と
も
考
え
ら
れ
は
す

る
が
、

い
ず

れ
に
し

て
も
禅
宗
史

の
研
究
者

に
と

っ
て
は
利
用
価
値

の
高

い
著
作
で
あ
る
。
校
注

の
完
備

せ
る
敦
煙

資
料
八
篇
は
勿
論
の
こ
と
、
索
引
の
巧
み
な
引

き
方

に
よ

っ
て
史
書

に
お
け
る
相
互
の
引

用
文

や
、
仏
語

の
禅
書
に
お
け
る
初
期

の
用
例
等
が

即
座

に
解
明
し
得

る
。

ま
た
こ
の
著
書

の
優

れ

た
特
徴

は
、
原
文
の
確
実

な
引
用
と
と
も

に
、

そ
の
引
用
が
従
来
の
論
文

の
如
く
原
文
の
引

き

っ
ぱ

な
し
で
は
な
く
、
必
ず
著
者
が
現
代
和
訳

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
親
切
な
ば

か

り

で
な
く
、
著
者
の
理
解
度
を
示
す
責
任

の
あ

る
方
法

で
あ

っ
て
、
今
後

い
く
ら
高
度
な
専
門

的
論
文

で
あ

っ
て
も
、
否
、
高
度

で
あ
れ
ば

あ

る
ほ
ど
、

こ
の
よ
う
に
あ

っ
て
ほ
し

い
も

の
と

思
わ
れ
る
。

さ
て
最
近
、

「達

磨
の
研
究
」
な
ど
が
発
表

さ
れ
て
、
伝
統

へ
の
否
定
、
批
判
と
信
仰

に
関

す
る
諸
問
題
が
と
や
か
く

い
わ
れ
て
い
る
が
、

著

者
は
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対

し
て
は
ど
の
よ
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う

な
態
度
を
と

っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
、

こ
れ

ら

は
余
論
に
お
い
て
は

っ
き
り

と
示

し
て
い
る

の
で
要
所
を
引
用

し
て
お
く
。

「
燈
史
と
呼
ば

れ
る

一
群
の
禅

の
史
伝
は
、

そ
の
発
生
の
初

め
か
ら
、
す

べ
て
が
要
請
と
し

て
の
伝
承
で
あ
り
、
所
謂
歴
史
的
事
実

の
記
録

と
は
、
よ
ほ
ど
性
質

の
異

っ
た
も

の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
を
す
べ
て

一
様

に
歴
史
的
事
実

と
す

る

誤
り
以
上
に
、

一
義
的

に
虚
構

と
断

じ
去

る
誤

り

は
大
き

い
。
禅

の
学
問
的
研
究
の
仕
事
は
、

先
ず
そ
れ
ら
の
資
料

の
性
質
を
正
し
く
把
握
す

る
こ
と
か
ら
始

め
ら
れ

る
べ
き
で
あ
り
、
直
接

に
史
実
を
問
う
こ
と
で
あ

っ
て
は
な
る
ま

い
。

寧

ろ
、
確
実
な
同
時
代
資
料
と

い
え
る
も

の
の

伝
わ
ら

ぬ
初
期
中
国
禅
宗
史

に
つ
い
て
は
、
直

接
的
な
史
実
の
断
定
を
留
保
す
る
と
こ
ろ
に
、

か
え

っ
て
禅
の
歴
史
的
学
問
的
な
研
究

の
確
か

さ
が
あ

る
と

い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。」
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昭
和
42
年
度
開
講
科
目
表

実

践
禅
学

一
般
教
育
課
程

宗

教

学

哲

学

倫

理

学

東
洋
文
学
-

東
洋
文
学
豆

社

会

学

法
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経

済

学

自
然
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学
概
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英 英 英 英 英 地 数 生
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∬ 皿III学 学 学

学
長

山
田

無
文

教
授

稲
岡

順
雄

講
師
(兼
)三
村

勉

講
師
(兼
)東

専

一郎

教
授

福
嶋

俊
翁

講
師
(兼
)太
田

進

教
授

稲
岡

順
雄

講
師
(兼
)松
本

米
治

講
師
(兼
)浜
崎

正
規

教
授

理
博

山
ノ
内
年
彦

教
授

理
博

山
ノ
内
年
彦

講
師
(兼
)富
田

助
教
授

桑
原

教
授

市
川

教
授

川
村

講
師
(兼
)西
村

教
授

市
川

教
授

川
村

白 恵 白 公 義
淳 弦 信 淳 弦 徳 雄

英

語

皿

ド
イ
ツ
語
(初
級
)

ド
ィ
ッ
語
(中
級
)

中
国
語
(初
級
)

中
国
語
(中
級
)

体
育
学
(理
論
)

体
育
学
(実
技
)

専
門
教
育
課
程

仏
教

学
科

仏
教
学
概
論

禅
宗
学
概
論

仏
教
教
理
史

禅
学
思
想
史

印
度
仏
教
史

中
国
仏
教
史

日
本
仏
教
史

中
国
禅
宗
史

日
本
禅
宗
史

原

始
仏
教

西
域
仏
教
の
研
究

天

台
教

学

華

厳
教

学

浄

土
教

学

維
摩
経
の
研
究

講
師
(兼
)
西
村

講
師
(兼
)橋
本

講
師
(兼
)橋
本

助
教
授

易

助
教
授

易

教
授

医
博

山
田

講
師

清
水

教
授

藤
吉

講
師
(兼
)平
野

助
教
授

石
川

教
授

柳
田

助
教
授

高
崎

助
教
授

大
石

教
授

文
博

荻
須

教
授

文
博

荻
須

教
授

文
博

荻
須

講
師
(兼
)文
博

西

助
教
授

高
崎

講
師

鷲
阪

講
師
(兼
)文
博

鎌
田

講
師
(兼
)藤
原

教
授

藤
吉
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